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広島大学大学院教育学研究科、附属特別支援教育実践センター、特別支援教育学講

座では、言語療法士としてオーストラリアで吃音の研究・臨床を行うブレンダ・キャリー博士

をお招きし、以下の要領で標記の講演会を開催いたします。オーストラリアではLidcombe

プログラムをはじめ、吃音に対する画期的なアプローチが開発されています。是非この機会

に奮ってご参加ください。 

日  時：2013 年 12月 18日 (水) 18:00 ～ 19 :30 

場  所：広島大学教育学部Ｌ206教室（東広島市鏡山1-1-1） 

参加費：無料（事前申し込みは必要ありません）※通訳付 

キャリー博士は、これまで15年間にわたり吃音専門に臨床を行ってこられ

ました。現在博士は、オーストラリアのメルボルンにあるラ・トローブ大学

のHuman Communication Sciences専攻で臨床教育に、さら

にシドニー大学のAustralian Stuttering Research Centreで臨床研究に携わっておられ、

スカイプを利用した吃音臨床をオーストラリア国内外で行っています。2008年にシドニー大学にて

博士号を取得され、ネットワークを利用した吃音遠隔臨床の成果に関する研究論文を雑誌や専門

書で発表されています。 

お問い合わせ先：広島大学大学院教育学研究科附属特別支援教育実践センター（担当：川合） 

〒739-8524 東広島市鏡山1-1-1 

TEL/FAX: 082-424-7179, Email: csnerp@hiroshima-u.ac.jp（できるだけメールでお問い合わせ願います。） 

主催：広島大学大学院教育学研究科 

         附属特別支援教育実践センター，特別支援教育学講座 

本講演会はJSPS科研費 24700534 の助成を受けたものです。  

2013年度教育学研究科講演シリーズ第７回  


